




















































































































































































































































































  ―その梨の実は熟しているようだが、（略）今はすでに秋たけなわである。 
 少女は梨の木の幹にすっかり顔をかくして次のように答えた。私は彼女の田舎言葉を
好ましく思った。 



































  屈強な若者は土佐訛りの言葉が通じなかったのか、合点が行かないような顔をして、 
「知らぬ」 













ア メ リ カ
語で、 
「なんという珍しいことか、これは珍しい再会である。お前はこの地にいつ来たか？」



















































































































  親がらの無茶で小供の時がら損ばっかすてる。 
  （略）『雪国』の冒頭は以下のように飜訳されていた。 
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    The aim of this article is to analyze the works of Masuji Ibuse from the point of view of 
“Dialect Cosplay” (A Cosplay Using Dialect). In addition, this study attempts to reconsider 
importance of dialect in the present day. The dialect in Ibuse’ s works is deployed in the text as 
a resource for constructing narrative world. In comparison with him, we have an inclination 
to consummatory communication. 
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